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造
が

み
ら
れ
る

の

に

対
し
て

、

h

巴

酔

に

つ

い

て

は
、

そ
の

対
象
で

あ
る

「

神
」

は

人
知
を

超
え
た

も
の

と

し

て
、

ま
た
人
そ

れ

ぞ
れ
に

応
じ
て

多

様
で

あ
る

と

し
て
、

そ
の

概

念
内

容
に

踏
み

込
む
こ

と
は
な
い
。

中
心
は

あ

く
ま
で

人
間
の

側
に
あ
る

。

「

伝

統
」

に

つ

い

て

も、

シ

ュ

オ

ン

の

場

合
、

そ
れ
は

遠
い

過
去
に

由
来
す
る

聖
な
る

伝
統
と

し
て

「

与
え
ら
れ
」 、

固
定
し
た
も
の

と

み
ら
れ
る

。

他

方
、

ス

ミ

ス

に

お
い

て

「

伝

統
」

は
、

歴
史
的
に
捉
え
ら

れ、

人
間
の

創
造
的

解
釈
に
よ
っ

て

変
化
し、

常
に

プ

ロ

セ

ス

の

中
に

あ
る

。

　

そ
の

背
景
に

何
が

あ
る

の

か
。

「

永
遠
の

哲
学
」

の

教
祖
的

存
在
で

あ

る
ル

ネ
・

ゲ

ノ

ン

に

よ

れ
ば
、

西
洋
で

は

近
代
文
明
に

よ

っ

て
伝
統
の

聖

性
は

破
壊
さ
れ

、

究
極
の

真
理
へ

の

到
達
は

不
可
能
に

な
り、

東
洋
で

直

接
導
師
に

指
導
を

仰
ぐ
し
か

な
い

。

こ

う
し
て

形
成
さ
れ

た

西
洋
エ

リ
ー

ト
集
団
の

次
に

な

す
べ

き
こ

と
は

、

失
わ
れ

た

西
洋
の

伝
統
的
文
明
を

復

活
す
る

こ

と
と
な
る

。

　

他
方、

ス

ミ

ス

の

究
極
的
狙
い

は
、

「

世
界
神
学
」

（
≦
o
「

匡

9
Φ
o
δ
ゆq
《
）

の

構
築
で

あ
る

。

こ

れ
は

、

グ

ロ

ー

バ

ル

社
会
の

到

来
に

よ

り
、

諸

宗
教

は

も
は

や

自
己
の

排
他

的
正

当
性
を
主

張
す
る

こ

と

は

不
可

能
と
な
り

、

相
互

に

正
当
性
を
認
め

、

理

解
し、

平

和
的
に

共
存
す
る

し
か
な
い

、

と

の

認
識
か

ら
出
た

も
の

で

あ
る

。

彼
は

そ
れ
を
「

比
較

宗
教
の

神
学
」

（
窪
 
o
δ
いq
鴇

oh8

ヨ
ロ

帥

話
凱
く
 

毎

轟
δ

こ

と

も
呼
ぶ

が
、

そ

れ

は

従
来

の

「

宗
教
の

神
学
」

（

9
Φ

皀
o
ぴq
く

o
闇

話
目
舮q
δ
ロ
ω）

の

枠
を

は

る
か

に

越

え
る

も
の

で

あ
る

。

　
そ
こ

で

は
、

人
類
は
一

つ

の

共
同
体
と

考
え
ら

れ
、

す
べ

て

の

宗
教
も

一

つ

の

大
き
な
流
れ

の
一

部
と
み

ら

れ
る

。

各
宗
教
は

従
来
の

よ

う
に

そ

の

個
性
を
保
持
し
な
が

ら

も
、

】

つ

の

大
き
な
人

類
宗
教
史
の
一

分
枝
と

な
る

。

む
ろ

ん
、

そ
の

た
め

に

は
、

各
宗
教
は

従
来
の

特
殊
主

義
を
改
め

る

必

要
が
あ
る

。

そ
の

よ

う
な

営
み

を

相
互

に

正
し
く
理

解
す
る

に

は
、

伝
統
の

歴
史
を

学
問
的
に

正

確
に

認
識
す
る

だ

け
で

は
な

く
、

そ
れ
が

現

在
当
事
者
た
ち
に

ど
の

よ

う
に

解
釈
さ
れ
て

い

る

の

か
を、

対
話
に

よ

っ

て

知
る

し
か
な
い

し
、

そ
の

意
味
で

理
解
の

当

否
は

当
事
者
の

判
断
に

仰

ぐ
し
か
な
い

の

で

あ
る

。

コ

プ
ト
教
会
と
総
主
教

ー
シ
ュ

ヌ

ー

ダ
皿

世
の

果
た
し

た

役
割

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
岩
崎
　
真

紀

　

二

〇
一

二

年
三

月、

エ

ジ

プ

ト
の

宗
教
的
マ

イ
ノ

リ

テ

ィ

で

あ
る

コ

プ

ト
・

キ

リ
ス

ト
教
（
コ

プ

ト
正

教
会）

の

第
一
一

七

代
総
主
教
シ

ュ

ヌ

ー

ダ

皿

世
（

一

九

二

三

ー
二

〇
一

二
）

が

逝
去
し

た
。

エ

ジ
プ
ト
総
人
口

の

一

〇

〜
一

五

％

を

占
め

る

コ

プ
ト
・

キ

リ

ス

ト

教
徒
に

関
し
て

は
、

雇
用

や

昇
進

、

宗
教
実
践
な
ど
に

関
す
る

差

別
が

あ
る
一

方
で、

］

九

五

二

年

革
命
以

降
は

有
力
な

政
治

家
や

団
体
が

存
在
し

な
い

た

め、

教
会
の

長
で

あ
る

総
主

教
は
、

宗

教
面
に

お

け
る

指

導
者
で

あ

る

だ

け
で

な
く、

政

治、

社

会
、

経
済
な
ど
あ
ら
ゆ

る

側
面
に

関
す
る

コ

プ

ト
正

教
会
ひ

い

て

は

エ

ジ
プ
ト
の

キ
リ

ス

ト
教
徒
全
体
の

実

質
的
な
ス

ポ
ー

ク

ス

マ

ン

と
し

て

の

役
割
を
担
っ

て

い

る
。

そ
し
て
、

そ
れ
は
と

く
に

社
会
変
動
の

大
き

い

こ

の

四
〇

年
聞
総
主
教
を
務
め

た

シ
ュ

ヌ

ー
ダ
皿

世
に

当
て

は

ま
る

。

本
発
表
で

は
、

シ

ュ

ヌ

ー

ダ
皿

世
の

生

涯
を

概
観
し
つ

つ
、

イ
ン

タ

ビ
ュ

i
調
査
の

結
果
か
ら
コ

プ

ト
民
衆
に

と
っ

て

シ

ュ

ヌ

ー

ダ
皿

世
と

は

ど

の

よ

う
な
存
在
で

あ
っ

た

の

か

を

明
ら

か
に

し

た
。

　
シ
ュ

ヌ

ー

ダ

皿

世
は
【

九
二

三

年
ア

ス

ユ

ー

ト
県
に

生
ま
れ

た
。

大
学

卒
業
後
は

コ

プ
ト

復
興
運

動
の

中
心
的

担
い

手
で

あ
っ

た

日
曜
学
校
運

動
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で

リ
ー

ダ
ー
と

し
て

活
躍
し、

五

四

年
に

は

修
道
士
と

な

り、

六

二

年
に

は

キ
リ
ス

ト
教
教
育
の

主

教
に
叙
任
さ
れ
た

。

総
主
教
と

な
っ

た

七
一

年

当
時、

エ

ジ

プ

ト
国
内
で

は

イ

ス

ラ

ー

ム

復
興
や
サ
ー

ダ

ー

ト

大
統
領
の

イ

ス

ラ
ー

ム

主

義
寄
り
の

政
策
に

よ

り
コ

プ
ト
ー

ム

ス

リ

ム

関
係
は

危
機

に

瀕
し
て

い

た
。

か
か
る

社
会
・

政
治
状
況
の

な
か
で

コ

プ
ト

の

権
利
擁

護
の

た
め

積
極
的
に

政
治
に
介
入

し
た

シ
ュ

ヌ

ー

ダ
皿

世
は

サ

ー

ダ
ー

ト

と

鋭
く
対
立
し
、

最
終
的
に

は

八
一

年
サ
ー

ダ
〜

ト
が

シ
ュ

ヌ

ー

ダ
皿

世

を

西
方
砂
漠
の

修
道
院
に

幽
閉
さ
せ

る

事
態
に

ま
で

発
展
し

た
。

他

方
、

ム

バ

ー

ラ

ク

政
権
下
で

は
、

コ

プ

ト
共
同
体
の

置
か

れ

た
立
場
に

対
す
る

積

極
的
改
善
は

な
か
っ

た

も
の

の
、

政
権
が

イ
ス

ラ

ー

ム

主
義

勢
力
と

は

距

離
を

置
き

、

急

進
派
の

弾
圧

に

力
を

入
れ

た

た

め
、

結

果
的
に

教
会
−

政

権
関
係
は

改
善
さ
れ

た
。

こ

れ
に

と

も
な
い

、

シ
ュ

ヌ

ー

ダ
皿

世
の

姿

勢
も
そ
れ
ま
で

の

闘
争
的
な
も
の

で

は

な
く、

よ

り
融
和
的
な
も
の

と

な

っ

た
。

　
つ

ぎ
に

シ
ュ

ヌ

ー
ダ
皿

世
が
民

衆
に

よ
っ

て

ど
の

よ
う
な
イ
メ

ー

ジ

を

持
た

れ
て

い

た
の

か

見
て

み

よ
う

。

考
察
の

対
象
と

す
る
の

は
、

筆
者
が

二

〇
一

二

年
七
月
に
首
都
カ

イ
ロ

と
南

部
ミ
ニ

ヤ

県
の

農
村
で

三
三

名
に

対
し
て

行
な
っ

た
シ
ュ

ヌ

ー

ダ
皿

世
の

業
績
等
に

関
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ

ー

調
査
の

結
果
で

あ
る

。

　
シ
ュ

ヌ

ー

ダ
皿
世
の

イ
メ

！

ジ

と
し
て

ま

ず
挙
が
っ

た
の

が
「

賢
者
」

と
い

う
回
答
だ

っ

た
。

こ

れ
は
、

政
権
と
の

対
立
、

急
進
的
イ
ス

ラ

；

ム

主

義
勢
力
に
よ

る
コ

プ

ト
教
会
へ

の

襲

撃
、

海
外
移
住
者
の

増
加
な
ど
、

新
た

な
問
題
が

顕
在
化
し
た

困
難
な
時

代
に
コ

プ
ト
共
同
体
の

代
表
と

し

て

活
動
し
た

彼
の

姿
勢

を
肯

定
し、

評
価
し
て

い

る
こ

と

を

表
し
て

い

る
。

「

教

育
者
」

と
い

う
イ
メ

ー

ジ

は

毎
週
水
曜
日

に

カ

イ

ロ

の

聖
マ

ル

コ

大
聖
堂
で

行
な
っ

て

い

た
一

般
信
徒
に

対

す
る
教
育
的
レ

ク

チ
ャ

ー

に

よ

る

と

こ

ろ
が

大
き
い

。

霊

的
な

事
柄
だ
け
で

な
く、

日

常
的、

個
人

的

な
こ

と

な

ど

多
岐
に

わ
た
る

質
問
に
対
応
す
る

シ

ュ

ヌ

ー

ダ

皿

世
の

姿
は

一

般
信
徒
に
親
し

み

や

す
さ
を

与
え
た

。

ま
た

彼
は

「

デ

イ

ア

ス

ポ

ラ

の

た

め

の

活
動
」

を

積
極
的
に

行
な
っ

た

総
主
教
と

し
て

も

評
価
が

高
い

。

政
治
・

経
済
・

宗
教
的
理
由
か

ら

永
続
的
に
欧
米
諸
国
へ

移
住
し
た

コ

プ

ト
は
、

現
在
で

は

二

〇
〇

万

人
以
上

い

る
と
い

わ

れ

る
。

シ
ュ

ヌ

ー

ダ
皿

世
は
、

自
身
の

定
期
的
な
訪

問
だ

け
で

な
く、

主

教、

司

祭
、

修
道
士
の

派
遣、

現
地
で

の

教
会
・

修

道
院

建
設
に
ま
で

活
動
の

幅
を
広

げ
た

。

　
こ

の

よ

う
に

民
衆
の

シ
ュ

ヌ

ー

ダ

皿

世
の

評
価
は

肯
定
的
な

も
の

ば
か

り
だ
っ

た

が
、

こ

の

背
景
は
コ

プ
ト

正

教
会
の

あ
る

種
の

権
威
主

義
的

体

質
が

考
え

ら
れ

る
。

コ

プ
ト
正
教

徒
に

と
っ

て

は
、

総
主

教
を
は

じ

め
と

し

た

高
位
聖
職
者
は
神
と
一

般
信
徒
を

媒
介
す
る

聖
な

る

存
在
で

あ
る

た

め
、

一

般
信
徒
が

彼
ら
の

言

動
に

対
す
る
疑
問
や
批
判
は

原
則
的
に

は

不

可
能
で

あ
る

。

し

か
し、

実
際
に

は

内
部
批
判
が

あ
っ

た
こ

と
も
ま
た

事

実
で

あ
る

。

今
後
は

そ
の

点
に

つ

い

て

の

検
討
も
お
こ

な
っ

て

い

き
た

い
。

中
世
ユ

ダ
ヤ

教
の

聖
書
解
釈
に

お
け

る

基
準
の

問
題

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

志
田

　
雅

宏

　
中

世
の

ユ

ダ
ヤ

教
聖
書
解
釈
は

、

従
来
の

ラ

ビ

た

ち
の

聖
書

釈
義
（
「

デ

ラ

シ
ュ

」）

か
ら
、

聖
書
テ

ク

ス

ト
の

字
義
的
解
釈
（
「

プ
シ

ャ

ト
」）

へ

の

転
回
と

し
て

描
か

れ

る
。

方
法
的
に

言
え
ば

、

「

デ

ラ

シ
ュ

」

と
は

聖

書

か
ら

法
規
や

教
訓

、

説
話
を

導
き
出

す
解
釈
を
さ

す
の

に

対
し、

「

プ

シ

ャ

ト
」

と
は

「

テ

ク

ス

ト
が
意
味

す
る

こ

と
」

の

理

解
を
目
的
と

す
る

解
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